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　なお，本論文では，IASB公表のものを用いることとし，各パラグラフの根拠の説明には，
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10　鈴木・藪下「収益認識と資産負債アプローチ : FASB／ IASB共同プロジェクトに関する
























適用できる，IFRS とUS GAAP の共通の収益の基準を作成するという目標で
ある。収益は財務諸表の利用者にとって重大な数字であることから，両審議会






























































































































































































22　Ibid., Appendix A DeÀned terms, p.38（同上 , p.35）
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34　辻山栄子 [2010],同上稿 , p481
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